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（開示事項の経過）Contemporary Amperex Technology Co., Limited との 

業務提携及び合弁会社の設立ならびに 

子会社の設立に関するお知らせ 

 
2021年4月28日付「Contemporary Amperex Technology Co., Limitedとの業務提携及び合弁会社の設立

に関するお知らせ」及び2022年4月27日付「Contemporary Amperex Technology Co., Limitedとの業務提携

及び合弁会社の設立（開示事項の経過）ならびに子会社の設立に関するお知らせ」にて公表しました、当

社の子会社で二次電池事業を行うAmperex Technology Limited（中国香港特別行政区、以下「ATL」）

と車載用等の二次電池事業を行うContemporary Amperex Technology Co., Limited（中国福建省、以下

「CATL」）との間の合弁会社の設立を含む業務提携について、未定としておりました合弁会社の

代表者等が確定しましたので、下記のとおりお知らせいたします。今般確定した事項には下線を付

しております。（下記Ⅰ） 

また、上記の2022年4月27日付適時開示にて公表しました合弁会社の持株会社となる子会社の設

立について、未定としておりました当該子会社の設立年月日が確定しましたので、あわせてお知ら

せいたします。今般確定した事項には下線を付しております。（下記Ⅱ） 

記 

 
Ⅰ．開示事項の経過（業務提携及び合弁会社の設立） 
１．合弁会社の概要 

（１） 名 称 Xiamen Ampcore Technology Limited（厦門新能和科技有限公司） 

（２） 所 在 地 中国福建省厦門市 

（３） 代表者の役職・氏名 賈 琢成（Jia Zhuocheng） 

（４） 事 業 内 容 二次電池セルの開発、製造、販売 

（５） 資 本 金 50億人民元（約772億円） 

（６） 設 立 年 月 日 2022年6月13日 

（７） 決 算 期 12月 

（８） 純 資 産 50億人民元（約772億円） 
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（９） 総 資 産 50億人民元（約772億円） 

（10） 出 資 比 率 ATL：30％、CATL：70％ 
 

（１） 名 称 Xiamen Ampack Technology Limited（厦門新能達科技有限公司） 

（２） 所 在 地 中国福建省厦門市 

（３） 代表者の役職・氏名 賈 琢成（Jia Zhuocheng） 

（４） 事 業 内 容 二次電池パックの開発、製造、販売 

（５） 資 本 金 10億人民元（約154億円） 

（６） 設 立 年 月 日 2022年6月14日 

（７） 決 算 期 12月 

（８） 純 資 産 10億人民元（約154億円） 

（９） 総 資 産 10億人民元（約154億円） 

（10） 出 資 比 率 ATL：70％、CATL：30％ 
 

２．日程 
（１） 取 締 役 会 決 議 日 2021年4月28日 

（２） 最 終 契 約 締 結 日 2021年4月28日 

（３） 子 会 社 の 異 動 日 2022年6月14日 
 
 
Ⅱ．開示事項の経過（子会社（持株会社）の設立） 

子会社の概要 

(１) 名 称 Xiamen Ampeak Technology Limited（厦門新能同科技有限公司） 

(２) 所 在 地 中国福建省厦門市 

(３) 代 表 者 郭 維淼（Guo Weimiao） ※ 

(４) 事 業 内 容 CATLとATLの合弁会社（2社）の株式の所有及び管理 

(５) 資 本 金 2,201百万人民元（約424億円） 

(６) 設 立 年 月 日 2022年6月8日 

(７) 出 資 比 率 ATL：100% 

(８) 
上場会社と当

該会社の関係 

資本関係 当該会社は当社の完全子会社となる予定です。 

人的関係 
当社子会社のATLの役職員が当該会社取締役等を兼務する

予定です。 

取引関係 該当事項はありません。 
※ 2022 年 4 月 27 日付の適時開示では、賈 琢成（Jia Zhuocheng）としておりましたが、上記のとおり

変更いたします。 

 

以 上 


